
「
方
、
丈
記
」
．
と
「
発
心
集
」

三

橋

エ貝

〆

 
 
 
「
方
丈
記
」
の
文
学
史
的
意
義

 
「
方
丈
記
」
は
随
筆
文
学
の
一
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
佐
々
木
八

郎
博
士
（
「
方
丈
記
私
論
」
国
文
学
研
究
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
。
日
本
文

学
研
究
資
料
叢
書
所
収
）
等
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
「
枕
草
子
」
「
徒
然
草
」

と
違
っ
て
整
然
と
し
た
評
論
的
性
格
を
持
つ
所
に
一
性
格
が
あ
る
。
私
は
諸
氏
-

が
気
づ
い
て
お
ら
れ
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
明
言
し
て
い
な
い
「
方
丈
記
」
 
（
以

、
下
、
・
年
記
と
略
称
）
の
文
学
史
的
意
義
の
一
つ
に
、
長
明
が
体
験
し
た
都
の
災

害
を
意
識
的
、
か
つ
組
織
的
に
と
り
上
げ
て
活
写
し
、
後
世
に
伝
え
た
こ
と
に

あ
る
と
思
う
。

 
周
知
の
通
り
、
本
記
前
半
に
長
明
前
半
生
の
特
に
二
十
代
か
ら
三
十
歳
に
か

け
て
体
験
し
た
、
安
元
三
年
（
＝
七
七
）
か
ら
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
に

か
け
て
の
災
害
を
と
り
上
げ
る
。
中
世
の
諸
作
品
を
み
る
と
「
平
家
物
語
」
に

し
て
も
日
蓮
の
「
立
正
安
国
論
」
に
し
て
も
、
都
や
地
方
の
災
害
を
と
り
上

げ
、
あ
る
い
は
注
目
す
る
。
「
方
丈
記
」
は
そ
れ
ら
の
作
品
に
先
行
し
て
災
害

を
と
り
上
げ
る
。
 
一
方
中
古
の
作
品
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
日
本
霊
異
記
」

 
「
方
丈
記
」
と
「
発
心
集
」

「
今
昔
物
語
集
」
に
は
説
話
の
中
で
洪
水
、
大
風
等
の
災
害
が
扱
わ
れ
て
い
る

が
、
他
の
作
品
の
場
合
、
災
害
を
正
面
か
ら
と
り
上
げ
、
扱
う
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
本
記
が
手
本
に
し
た
と
い
う
「
池
亭
記
」
に
し
て
も
、
西
京
の
荒

廃
の
様
子
に
つ
い
て
は
記
す
が
、
災
害
は
扱
わ
な
い
。
女
房
の
日
記
文
学
作
品

は
盗
賊
の
難
や
恐
怖
に
つ
い
て
は
記
す
が
、
他
の
大
災
害
に
つ
い
で
は
記
さ
な

い
。

 
中
古
文
学
の
諸
作
品
で
扱
わ
な
か
っ
た
大
火
・
辻
風
・
飢
鯉
・
流
行
病
・
大

地
震
と
い
う
災
害
と
被
害
、
人
心
の
動
揺
を
長
明
が
見
つ
め
、
目
を
そ
む
け
る

こ
と
な
く
活
写
レ
た
と
こ
ろ
に
、
中
古
の
作
品
に
な
い
特
色
が
あ
る
。
ま
た
貴

族
の
立
場
か
ら
で
は
あ
み
が
、
民
衆
や
地
方
の
生
活
に
言
及
す
る
（
な
お
こ
れ

ま
で
の
諸
説
を
み
る
と
都
の
災
害
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
な
が
ら
以
上
述
べ
た
よ

う
な
文
学
史
的
意
義
に
ま
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
）
。

長
明
の
こ
の
目
は
ど
こ
か
ら
学
ん
だ
の
か
と
い
う
と
、
と
り
あ
え
ず
三
点
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
 
一
、
末
法
意
識
の
髭
響
“
 
二
、
「
往
生
要
撃
」
の
影

響
、
 
三
、
和
歌
愛
好
家
、
あ
る
い
は
数
奇
者
と
し
て
の
目
で
あ
る
。
．

 
一
、
末
法
意
識
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
末
法
意
識
が
政
治
、
思
想
、
宗
教
、
文
学
等
各
界
の
人
々
に
影
響
を
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＼

与
え
た
。
長
明
に
も
こ
の
影
響
が
あ
る
。
本
葺
に
「
世
の
量
る
る
瑞
相
」
「
濁

悪
世
」
と
あ
り
、
「
発
心
集
」
を
見
る
と
「
濁
れ
る
世
の
末
」
（
巻
二
第
七
）
、
．

「
濁
れ
る
末
の
世
の
衆
生
」
 
（
巻
二
第
十
）
等
、
所
々
に
そ
の
影
響
と
思
わ
れ

る
表
現
が
あ
る
。
長
明
が
都
の
災
害
に
注
目
し
た
の
は
末
法
観
の
影
響
に
よ
る

危
機
意
識
を
当
時
の
人
々
と
共
に
長
明
が
持
っ
て
い
た
か
ら
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
 
二
、
先
輩
の
今
成
元
昭
氏
（
「
蓮
胤
方
丈
記
の
論
」
文
学
、
母
港
四

十
九
年
二
月
、
等
）
・
は
「
方
丈
記
」
の
思
想
、
構
成
、
及
び
都
の
災
害
の
記
述

に
維
摩
羅
か
ら
の
影
響
が
強
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
維
摩
経
か
ら
の
影
響
と
共
に

私
は
「
往
生
要
集
」
の
影
響
も
無
視
し
得
な
い
と
思
う
。
長
明
は
辻
風
の
激
し

さ
を
地
獄
の
業
の
風
，
に
た
と
え
る
。
地
獄
の
悪
風
、
業
風
に
つ
い
て
は
「
往
生

要
集
」
 
（
黒
縄
地
獄
、
焦
熱
地
獄
、
大
焦
熱
地
獄
。
大
焦
熱
地
獄
に
「
一
切
の

風
の
中
に
は
業
風
を
第
一
と
す
。
」
と
あ
る
）
に
も
記
事
が
あ
る
が
、
ま
た
八

大
地
獄
で
受
け
る
様
々
な
苦
を
逐
一
記
し
て
い
る
。
こ
の
地
獄
の
諸
相
に
示
唆

を
受
け
、
二
十
代
に
直
接
見
聞
し
、
体
験
し
た
都
の
災
害
を
書
き
記
し
た
の
が

本
記
前
半
の
記
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
往
生
要
集
」
は
本
記
や
「
発
心
集
」

に
く
り
返
し
引
用
す
る
よ
う
に
、
長
明
に
と
っ
て
座
右
の
書
で
あ
っ
た
。
一
た

だ
し
周
知
の
よ
う
に
、
長
明
は
直
接
体
験
し
た
災
害
だ
け
を
と
り
上
げ
た
た
め

に
、
源
平
争
乱
と
．
い
う
歴
史
的
事
件
を
と
り
上
げ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
所
に
視

野
の
狭
さ
は
読
後
感
と
し
て
残
る
。
あ
る
い
は
「
明
月
記
」
で
源
平
の
争
い
を

貴
族
の
世
界
以
外
の
出
来
事
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
立
場
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
（
他
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
が
．
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
）
。
 
三
、
治
承
四
年
の
都
遷
り
の
記
事
で
は
、
長
明
自
身
福
原
に
下
っ
て

新
都
の
有
様
を
観
察
し
て
い
る
。
故
事
を
引
用
し
、
対
句
を
駆
使
す
る
が
、
実

証
、
．
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
味
わ
い
が
あ
る
一
方
、
説
得
力
が
あ
る
。

他
の
災
害
の
記
事
も
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
簡
潔
な
表
現
で
は
あ
る
が

迫
力
が
あ
6
。
こ
の
よ
う
な
実
証
、
体
験
を
尊
重
す
る
態
度
は
「
無
名
抄
」
で

扱
う
和
歌
愛
好
家
の
態
度
と
共
通
す
る
。
例
え
ば
、
ま
す
ほ
の
薄
の
意
味
を
知

-
っ
て
い
る
聖
が
い
る
と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
雨
の
中
を
渡
辺
に
出
掛
け
た
登
蓮
法

師
を
「
い
み
じ
か
り
け
る
す
き
者
」
と
評
し
て
い
る
し
、
貫
之
の
家
や
業
平
の

家
の
跡
を
記
し
、
証
歌
を
大
切
に
す
る
。
「
方
丈
記
」
で
も
蝉
丸
の
旧
跡
や
猿

丸
大
夫
の
墓
を
尋
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
都
の
災
害
を
と
り

上
げ
、
簡
潔
な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
い
き
く
と
記
し
て
い
る
態
度
、
方
法

に
、
長
明
が
過
去
に
学
び
、
体
得
し
た
様
々
な
方
法
や
人
生
経
験
が
集
約
さ

れ
、
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二

 
 
 
「
発
心
集
」
に
み
ら
れ
る
世
相

 
 
安
居
院
の
聖
が
都
に
出
る
途
中
、
大
路
に
面
し
た
井
戸
の
側
で
身
分
の
低

 
い
尼
が
物
を
洗
っ
て
い
た
。
聖
を
見
て
尼
が
一
人
の
老
僧
を
引
き
合
わ
せ

 
た
。
僧
は
聖
に
「
後
世
の
善
知
識
に
な
る
人
に
家
を
譲
り
た
い
。
隣
が
検
非

 
違
便
で
、
罪
人
を
拷
問
に
か
け
る
音
が
し
て
う
る
さ
い
の
で
移
り
た
か
っ
た

 
が
、
長
生
き
で
き
な
い
身
だ
か
ら
と
我
慢
し
て
い
た
。
」
と
い
う
。
聖
は
僧

 
の
死
ぬ
時
に
世
話
し
て
や
り
、
そ
の
後
、
家
を
尼
に
譲
っ
た
。

 
こ
の
話
は
「
発
心
集
」
巻
二
第
一
「
安
居
気
重
、
京
中
に
行
く
時
、
隠
居
の

僧
に
値
ふ
事
」
の
話
の
要
旨
で
あ
る
。
話
の
主
人
公
で
も
な
く
、
主
題
と
ゐ
回

り
は
な
い
が
、
話
中
に
低
い
身
分
の
尼
の
生
活
の
様
子
や
検
非
違
使
が
罪
人
を

拷
問
に
か
け
る
場
面
を
出
す
。
場
末
の
匂
い
の
す
る
所
を
場
面
に
と
り
上
げ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
中
古
文
学
の
作
品
に
は
少
な
い
◎
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長
明
は
源
平
の
争
乱
の
よ
う
な
歴
史
的
事
件
を
と
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
が
、
目
前
の
世
相
、
肌
で
感
じ
る
巷
の
事
件
に
関
心
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
「
方
丈
記
」
の
場
合
で
も
い
え
る
が
、
「
発
心
集
」
 
（
以
下
、
本
集
と
略

称
）
に
も
通
用
す
る
。
本
集
に
は
都
の
災
害
を
大
々
的
に
と
り
上
げ
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
世
相
や
巷
の
事
件
を
と
り
上
げ
る
。

 
路
傍
に
伏
せ
る
卑
し
い
身
分
の
病
人
（
巻
四
第
四
．
「
叡
実
、
路
頭
の
病
者
を

憐
れ
む
事
」
、
続
本
朝
往
生
伝
等
に
同
話
が
あ
る
）
、
武
蔵
国
入
間
川
の
洪

水
（
巻
四
第
九
「
武
州
入
間
河
沈
水
の
事
」
）
、
戸
外
に
棄
て
て
お
か
れ
る
死
骸

、
の
様
子
（
巻
五
第
一
「
唐
津
法
橋
、
発
心
の
事
」
）
、
戦
乱
で
捕
え
ら
れ
た
人

が
追
い
立
て
ら
れ
て
行
く
様
子
（
巻
六
第
十
二
「
乞
児
、
物
語
の
事
」
）
等
。

ま
た
乞
食
の
老
尼
（
巻
六
第
十
一
「
乞
者
の
尼
、
単
衣
を
得
て
寺
に
奉
加
す
る

事
」
）
、
武
士
、
ば
く
ち
打
ち
、
田
楽
・
猿
楽
者
（
巻
八
第
七
「
或
る
武
士
の

母
、
子
を
怨
み
、
頓
死
の
事
」
）
、
兵
衛
尉
、
検
非
違
使
（
巻
八
第
十
二
「
前
兵

衛
尉
、
遁
世
往
生
の
事
」
）
等
、
様
々
の
地
位
や
職
業
に
従
事
す
る
人
が
登
場

す
る
。

 
長
明
が
貴
族
や
僧
侶
だ
け
で
な
く
、
低
い
身
分
の
人
々
に
対
し
て
関
心
を
持

つ
-
た
こ
と
に
は
、
仏
教
の
影
響
が
あ
っ
た
ζ
と
は
否
め
な
い
。
仏
教
教
理
の
中

に
〃
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
”
と
あ
り
、
人
間
は
も
と
よ
り
、
動
植
物
か
ら

無
生
物
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
が
仏
性
を
有
す
る
と
虚
い
う
平
等
の
原
則
が
あ
っ

た
。
日
本
仏
教
の
先
達
者
行
基
は
橋
を
か
け
、
道
路
を
作
り
、
池
を
掘
り
、
民

衆
に
仏
教
を
布
教
し
た
。
ま
た
「
日
本
霊
異
記
」
 
「
今
昔
物
語
集
」
等
説
話

集
で
民
間
人
を
と
り
上
げ
る
が
、
説
話
の
伝
承
者
や
編
集
者
の
多
く
が
仏
教
関

係
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
本
集
巻
八
回
線
「
或
る
武
士
の
母
、

子
を
怨
み
、
頓
死
の
事
」
に
「
阿
弥
陀
仏
の
悲
願
は
な
ほ
ざ
り
な
る
事
か
は
。

「
方
丈
記
」
と
「
発
心
集
」

諸
仏
の
捨
て
給
へ
る
五
逆
の
悪
人
を
も
助
け
ん
と
誓
ひ
給
へ
れ
ば
、
昔
も
今

も
、
智
あ
る
も
罪
な
き
も
、
貴
賎
道
俗
老
少
男
女
を
え
ら
ば
ず
、
往
生
す
る
た

め
し
、
耳
に
満
ち
、
眼
に
さ
へ
ぎ
れ
り
。
」
と
あ
る
の
で
、
長
明
が
仏
教
、
特

に
、
貴
賎
道
俗
老
少
男
女
を
差
別
せ
ぬ
弥
陀
の
思
想
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
は

考
え
ら
れ
る
。

三

 
 
 
長
明
の
閏
限
界

 
長
明
は
民
衆
の
生
活
や
巷
の
事
件
に
関
心
を
持
ち
、
 
「
方
丈
記
」
「
発
心

集
」
で
と
り
上
げ
た
。
特
に
「
方
丈
記
」
で
は
意
識
的
、
組
織
的
に
都
の
災
害

を
記
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
に
従
来
の
作
品
に
な
い
特
色
の
一
つ
が
あ
る
。
そ
れ

で
は
も
う
一
歩
踏
み
こ
ん
で
人
間
の
も
っ
と
も
汚
い
部
分
一
糞
尿
、
血
汗
今
一

に
目
を
そ
む
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
部
分
へ
の
踏
み

こ
み
ま
で
は
及
ば
な
か
っ
た
。

 
以
前
「
今
昔
物
語
集
」
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
視
点
を
あ
て
て
述
べ
た
こ
と

が
あ
る
が
（
「
恥
部
・
汚
物
直
視
の
文
学
」
古
典
遺
産
 
昭
和
五
士
二
年
＋
月
）
、

増
賀
上
人
遁
世
の
話
を
例
に
上
げ
て
私
の
考
え
を
述
べ
て
み
た
い
。
 
「
発
心

集
」
巻
一
第
五
「
多
堂
々
僧
賀
上
人
、
遁
世
往
生
の
事
」
は
、
増
量
が
名
利
を

い
と
う
あ
ま
り
に
物
狂
い
の
振
舞
を
し
た
幾
つ
か
の
話
を
掲
載
す
る
「
内
論
義

の
後
に
庭
に
捨
て
ら
れ
た
食
物
を
乞
食
と
共
に
食
べ
る
話
、
師
の
慈
恵
僧
正

慶
賀
の
日
に
、
乾
鮭
を
腰
に
さ
し
、
牝
牛
に
乗
っ
て
参
加
し
た
虫
魚
1
。
そ
の

中
に
后
の
宮
の
戒
師
と
し
て
召
さ
れ
た
時
、
見
苦
し
い
こ
と
を
言
っ
て
退
出
し

た
話
が
あ
る
（
其
の
後
、
貴
き
聞
こ
え
あ
り
て
、
時
の
后
の
宮
の
戒
師
に
召
し

け
れ
ば
、
な
ま
じ
ひ
に
参
り
て
、
南
殿
の
高
欄
の
き
は
に
寄
り
て
、
さ
ま
ざ
ま

ρ
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に
見
苦
し
き
事
ど
も
を
云
ひ
か
け
て
、
空
し
く
出
で
ぬ
。
）
。
こ
の
話
は
元
来

「
大
日
本
法
華
経
験
記
」
巻
下
第
八
十
二
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
第
十
二
に
あ

っ
て
、
「
国
母
の
女
院
敬
ひ
請
じ
て
師
と
な
す
忙
、
女
房
の
中
に
し
て
、
禁
忌

 
そ
ご
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
か
し

の
麓
言
を
発
し
て
、
然
も
ま
た
罷
σ
出
で
ぬ
。
」
（
法
華
験
記
）
、
（
嘗
后
宮
授
戒

の
請
あ
り
。
」
参
入
の
後
、
御
前
に
お
い
て
見
（
臭
の
誤
り
か
）
風
を
示
せ
り
。
」

（
続
本
朝
往
生
伝
）
と
記
す
。
「
法
華
験
記
」
「
往
生
伝
」
に
よ
る
と
宮
中
で

言
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
た
と
い
う
。
「
発
心
集
」
で
は
「
禁
忌
の
二

言
」
・
が
「
見
苦
し
き
事
」
に
な
っ
て
い
る
。
「
法
華
験
記
」
で
も
増
賀
が
具
体

的
に
何
を
言
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
「
発
心
集
」
・
で
は
さ
ら
に
内
容
．
が

ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
。
品
よ
く
記
す
が
、
反
骨
性
を
示
す
前
転
像
の
浮
き
彫
り

が
浅
い
。
 
 
 
、
．

 
一
方
、
こ
の
話
は
、
 
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
九
第
十
八
コ
ニ
条
大
皇
大
后
宮

出
家
語
旨
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
第
一
四
三
（
巻
十
二
第
七
）
「
増
賀
上
人
三
条

宮
に
参
り
振
舞
事
」
に
あ
り
、
「
法
華
験
記
」
系
統
の
話
に
比
べ
る
と
は
る
か
．

に
具
体
的
で
こ
ま
か
く
、
，
増
賀
の
反
骨
性
、
奇
行
ぶ
り
を
い
き
く
と
伝
え

る
。
 
「
今
昔
」
．
の
話
に
即
し
て
左
に
要
旨
を
記
す
。

 
三
条
の
関
白
太
政
大
臣
の
娘
三
条
の
大
聖
大
后
宮
は
老
年
に
な
っ
て
出
家
を
望

み
、
戒
師
と
し
て
増
賀
聖
人
を
召
し
た
。
聖
人
は
宮
の
髪
に
は
さ
み
を
入
れ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
さ

出
家
の
作
法
が
終
っ
た
時
、
急
に
「
増
賀
ヲ
シ
モ
召
シ
テ
カ
ク
挾
マ
シ
メ
給
フ

 
い
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
き
た
な

ハ
何
ナ
ル
事
ゾ
。
更
二
心
得
侍
ラ
ズ
。
若
シ
乱
リ
薇
キ
物
ノ
大
キ
ナ
ル
事
ヲ
聞

 
 
め

コ
シ
食
シ
タ
ル
ニ
ヤ
。
現
二
人
ヨ
リ
モ
大
キ
ニ
侍
レ
ド
モ
、
今
ハ
練
絹
ノ
様

く
た
く
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
み

国
乱
々
ト
罷
り
成
り
口
囲
ル
物
ヲ
。
若
キ
上
ハ
ケ
シ
ウ
ハ
侍
ラ
ザ
リ
シ
物
ヲ
。

い
と

糸
口
惜
シ
。
」
と
叫
ん
だ
。
同
席
の
女
房
達
や
僧
俗
は
驚
き
、
歯
か
ら
汗
を
流

す
思
い
で
あ
っ
た
。
1
増
血
は
、
宮
が
自
分
を
召
し
た
の
は
自
分
の
一
物
が
大

ノ

き
い
と
知
っ
て
興
味
を
も
っ
た
か
ら
だ
ろ
ヶ
と
言
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
の
こ

 
次
に
退
出
す
る
時
、
西
の
対
屋
の
工
専
に
坐
り
こ
ん
で
尻
を
ま
く
り
、
水
の

よ
う
な
下
痢
を
し
た
。
汚
い
音
は
宮
の
居
場
所
に
ま
で
聞
こ
え
た
。

 
こ
め
話
の
特
色
は
増
賀
が
権
威
に
対
し
て
へ
っ
ら
わ
ず
奇
行
な
振
舞
を
書

い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
法
華
験
記
」
系
統
の
話
で
も
増
賀
が
反
骨
性
を
も

っ
た
聖
人
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
具
体
的
に
ど
う
い

う
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
品
よ
く
さ
ら
っ
と
書
き
流
し
た
点
は
「
法
華
験
記
」

系
統
の
方
が
よ
い
が
、
具
体
性
と
い
い
、
迫
力
の
点
か
ら
い
う
と
格
段
の
違
い

が
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
長
明
は
重
篤
の
奇
行
ぶ
り
を
い
き
く
と
伝
え
る
「
今
昔
」
系
統

の
話
を
採
用
し
な
い
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
「
今
昔
」
系

の
話
が
長
明
の
耳
に
入
っ
て
来
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
た
と

え
入
っ
て
い
売
と
し
て
も
は
た
し
て
修
正
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
か
ど

う
か
疑
問
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
法
華
験
記
」
系
統
の
話
を
採
用
し
た

場
合
も
表
現
を
品
よ
く
し
、
柔
ら
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
長
明
が
現
実
生
活

に
絶
望
し
て
隠
遁
生
活
に
入
っ
た
も
の
の
、
伝
統
的
な
和
歌
的
世
界
や
貴
族
的

な
考
え
方
か
ら
脱
し
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
関
連
が
あ
ろ
う
。
長

明
は
田
野
に
住
ん
で
か
ら
音
楽
を
楽
し
み
、
自
然
を
友
と
し
て
過
ご
す
。
こ
の

感
慨
を
「
方
丈
記
」
に
「
人
の
友
と
あ
る
も
の
は
、
富
め
る
を
た
ふ
と
み
、
ね

む
ご
ろ
な
る
を
先
と
す
み
。
必
ず
し
も
、
な
さ
け
あ
る
t
、
す
な
ほ
な
る
と
を

ば
愛
せ
ず
。
た
だ
糸
竹
・
花
月
を
友
と
せ
ん
に
は
し
か
じ
。
」
と
記
す
。
こ
の

一
文
に
よ
る
と
長
明
の
友
と
し
た
自
然
は
花
月
、
即
ち
伝
統
的
な
美
的
な
自
然

で
あ
る
。
 
「
発
心
集
」
巻
七
第
五
「
太
子
の
御
伴
覚
能
上
人
、
管
絃
を
好
む

事
」
に
も
、
音
楽
を
好
む
聖
の
往
生
話
や
風
月
に
心
を
染
め
た
博
士
が
善
知
識
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の
す
す
め
で
極
楽
の
様
を
心
に
浮
か
べ
て
往
生
し
た
話
を
掲
載
す
る
。
前
者
に

は
「
管
絃
も
、
浄
土
の
業
と
信
ず
る
人
の
為
に
は
、
往
生
の
業
と
な
れ
り
。
」

と
評
b
て
い
る
。

 
 
「
源
家
長
日
記
」
に
よ
る
と
、
長
明
が
出
家
後
、
後
鳥
羽
院
よ
り
長
明
の
持

っ
て
い
た
手
習
と
い
う
琵
琶
を
た
ず
ね
て
み
よ
と
仰
せ
が
あ
っ
た
。
家
長
が
問

う
と
、
長
明
は
歌
を
献
じ
た
。
院
の
仰
せ
で
家
長
が
返
歌
を
す
る
と
、
や
せ
衰

え
た
長
明
は
家
長
を
お
と
ず
れ
て
朝
恩
を
謝
し
て
涙
を
流
し
、
俗
世
間
を
捨
て

さ
れ
な
い
邪
魔
物
は
こ
れ
で
す
（
う
き
世
を
思
ひ
す
て
ず
、
す
こ
し
の
ほ
だ
し

に
も
こ
れ
が
侍
）
と
言
っ
て
、
返
歌
を
書
い
た
琵
琶
の
携
を
見
せ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
す
る
と
、
長
明
は
出
家
後
も
歌
や
数
奇
、
貴
族
的
な
立
場
を

捨
て
さ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

 
右
に
関
連
し
て
も
う
一
話
例
を
上
げ
る
。
「
発
心
集
」
巻
三
第
四
「
讃
州
源

大
夫
、
俄
に
発
心
・
往
生
の
事
」
は
、
殺
生
を
業
と
し
て
い
た
悪
人
、
源
大
夫

が
講
師
の
説
法
を
聞
く
や
、
そ
の
場
で
頭
を
剃
ら
せ
て
法
師
と
な
り
、
念
仏
を

と
な
え
て
西
に
向
か
っ
た
。
西
の
海
の
見
え
る
所
で
阿
弥
陀
仏
の
名
を
呼
ぶ

と
、
海
の
彼
方
で
返
事
が
あ
っ
た
。
数
日
丁
零
大
夫
は
同
じ
場
所
で
往
生
し
た

話
で
あ
る
。
同
話
は
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
九
第
十
四
「
讃
岐
国
多
度
郡
五
位

聞
レ
法
即
出
語
」
等
に
あ
る
が
（
特
に
「
今
昔
」
は
話
が
こ
ま
か
く
具
体
的
で

一
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
．
素
朴
で
野
性
的
、
行
動
的
な
人
柄
を
い
き
く
と
描

く
。
例
え
ば
源
大
夫
が
西
に
向
か
っ
て
歩
き
な
が
ら
「
今
昔
」
で
は
金
鼓
を
胸

・
に
か
け
て
叩
き
な
が
ら
「
阿
弥
陀
仏
ヨ
ヤ
」
ヲ
イ
く
」
と
大
声
で
と
な
え
続

け
る
。
こ
分
部
分
に
は
無
知
文
盲
で
粗
野
で
あ
り
な
が
ら
純
朴
で
行
動
的
な
人

間
豫
が
描
き
出
ざ
れ
て
い
る
。
同
部
分
を
・
「
発
心
集
」
ば
「
衣
・
袈
裟
乞
ひ

て
、
う
ち
着
て
、
是
よ
り
西
さ
ま
に
向
き
て
、
声
の
あ
る
限
り
『
南
無
阿
弥
陀

「
方
丈
記
」
と
「
発
心
集
」

仏
』
と
申
し
て
行
く
。
」
と
記
す
。
こ
の
一
文
か
ら
で
も
源
大
夫
が
行
動
力
の

あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
申
し
て
行
く
の

で
は
、
き
れ
い
で
は
あ
る
が
、
整
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
野
性
味
の
あ
る
人
物

像
は
出
て
い
な
い
。
「
阿
弥
陀
仏
ヨ
ヤ
、
ヲ
イ
く
」
だ
か
ら
こ
そ
源
大
夫
が

活
き
て
来
る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
益
田
勝
実
氏
（
「
説
話
文
学
と
絵
巻
」
二

・
一
一
三
ペ
ー
ジ
～
二
二
七
ペ
ー
ジ
）
は
「
『
阿
弥
陀
仏
よ
や
、
お
一
い
、
お
一

い
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
、
な
ん
と
人
間
ら
し
さ
に
満
ち
て
い
る
こ
と
か
。
」

「
『
発
心
集
」
と
『
百
因
縁
集
』
と
は
、
相
当
く
わ
し
く
物
語
ら
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
『
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
行
』
く
の
で
あ
っ
て
、
『
阿
弥
陀

仏
よ
や
、
お
一
い
、
お
一
い
。
』
の
よ
う
な
対
人
的
な
呼
び
か
け
は
な
い
。
そ

れ
は
、
『
今
昔
』
の
源
大
夫
の
個
性
で
あ
り
、
同
時
に
、
『
今
昔
』
の
作
者
の

個
性
で
あ
る
ゆ
」
と
述
べ
、
ま
た
国
東
文
麿
氏
（
「
阿
弥
陀
仏
ヨ
ヤ
、
ヲ
イ
く
」

今
昔
物
語
集
成
立
考
《
増
補
版
》
）
も
「
《
『
今
昔
」
と
『
発
心
集
」
等
と
の
》

表
現
の
こ
う
い
う
相
違
の
中
の
一
つ
、
源
太
夫
が
金
鼓
を
頸
に
か
け
、
た
だ
ひ

た
す
ら
に
西
に
向
か
っ
て
進
み
な
が
ら
呼
び
続
け
る
声
は
、
「
今
昔
」
で
は
「

阿
弥
陀
仏
ヨ
ヤ
、
ヲ
イ
ヲ
イ
（
お
一
い
、
お
一
い
）
」
。
い
ち
ず
に
仏
を
求
め
て

や
ま
ぬ
野
性
的
な
人
間
像
が
、
こ
の
源
太
夫
の
、
人
間
に
む
か
っ
て
呼
び
か
け

る
よ
う
に
、
弥
陀
を
呼
ぶ
叫
び
に
具
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
の
と
こ

ろ
長
明
発
心
集
と
私
平
身
因
縁
集
で
は
、
『
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
行
く
」

で
あ
り
、
宝
物
集
（
九
冊
本
）
で
は
、
 
『
南
無
あ
み
だ
仏
と
高
声
に
と
な
へ
て

行
け
れ
ば
』
で
あ
る
。
こ
の
一
語
の
違
い
は
、
人
間
の
添
え
方
に
「
お
い
て
、

『
今
昔
』
〈
源
太
夫
発
心
繹
V
と
他
の
そ
れ
と
を
区
別
す
る
核
心
の
一
つ
と
い

え
る
か
も
知
れ
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
両
氏
と
も
に
『
今
昔
』
の
源

大
夫
の
阿
弥
陀
仏
へ
の
呼
び
か
け
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
。
両
氏
の
こ
の
点
へ
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唱

の
着
目
は
正
し
く
、
的
を
射
て
い
る
。
長
明
が
こ
の
話
を
採
用
し
た
時
、
な
ぜ

 
「
ヲ
イ
く
」
の
呼
び
か
け
の
形
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
層

の
一
つ
に
は
「
今
昔
」
採
用
の
話
と
「
発
心
集
」
採
用
話
と
の
伝
承
系
統
、
あ

る
い
は
採
用
源
が
異
な
っ
て
い
た
、
即
ち
長
明
は
「
今
昔
」
系
統
の
話
を
採
用

．
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
か
り
に
「
今
昔
」
系
統
の
話
を

採
用
で
き
た
と
し
て
も
、
長
明
が
こ
の
部
分
を
訂
正
し
な
い
で
掲
載
し
た
か
t

 
い
う
と
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
一
つ
に
は
話
を
掲
載
す
る
時
の
視
点

 
の
差
が
あ
る
。
痴
話
の
話
末
の
評
を
み
る
と
両
者
と
も
源
大
夫
が
往
生
し
た
こ

 
と
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
す
る
（
発
心
集
「
功
つ
め
る
事
な
け
れ
ど

も
、
一
筋
に
慧
み
奉
る
心
深
け
れ
ば
、
往
生
す
る
事
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
」
、
．

今
昔
「
必
ズ
極
楽
二
往
生
シ
タ
ル
入
ニ
コ
ン
有
ル
メ
レ
。
」
）
。
こ
れ
以
外
に

 
「
今
昔
」
は
「
世
ノ
末
ナ
ル
ト
モ
、
実
ノ
心
ヲ
発
セ
バ
此
ク
貴
キ
事
モ
有
ル
也
．

ケ
リ
、
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
の
評
か
ら
、
実
の
心
を
発
し
て
阿

、
弥
陀
仏
を
探
し
求
め
る
過
程
に
力
を
置
く
。
往
生
だ
け
に
関
心
が
あ
れ
ば
呼
び

 
か
け
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
他
の
一
つ
の
理
由
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
長
明
が
貴

族
的
立
場
を
捨
て
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
長
明
の
よ
く

も
悪
く
も
越
え
ら
れ
な
い
境
界
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

四

 
 
 
長
明
の
「
心
」
の
問
題

 
藤
本
徳
明
氏
（
笠
間
叢
書
「
中
世
仏
教
説
話
論
」
）
は
、
長
明
の
認
識
の
方

法
と
し
て
、
e
相
対
的
認
識
、
口
漸
層
法
的
認
識
、
日
頓
挫
法
的
認
識
の
三
通

り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
（
．
『
発
心
集
』
，
に
お
け
る
認
識
の
方
法
、
二
五
三

頁
）
、
ま
た
「
比
較
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
後
者
が
前
者
を
否
定
し
て
ゆ
き
、

そ
の
結
果
、
現
世
の
価
値
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
、
る
こ
と
を
結
論
す
る
」
 
（
我
．

が
分
に
愚
ぎ
ぬ
れ
ば
望
む
心
な
し
、
 
一
九
七
頁
）
方
法
を
と
る
こ
と
を
述
べ

．
る
。
氏
の
説
に
は
私
も
同
意
見
で
あ
る
。
氏
の
説
に
従
っ
て
「
方
丈
記
」
を
読

む
と
、
確
か
に
俗
世
間
と
対
比
し
て
隠
遁
生
活
の
心
安
さ
を
く
り
返
し
述
べ
、

次
第
に
高
ま
り
層
み
せ
て
長
明
の
心
を
仏
道
に
向
か
わ
せ
、
浄
土
に
指
向
さ
せ

る
。

 
そ
れ
に
し
て
も
長
明
は
な
ぜ
都
の
生
活
や
他
人
の
こ
と
を
反
覆
し
て
と
り
上

げ
、
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
仮
の
庵
で
の
 
'

恐
れ
の
な
い
静
か
な
生
活
を
述
べ
る
認
め
に
尊
い
人
の
死
亡
㍗
都
の
家
々
の
炎

上
を
と
り
上
げ
、
わ
が
身
の
た
め
に
の
み
庵
を
結
ぶ
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
世

間
の
人
が
妻
子
・
谷
属
の
た
め
に
家
を
造
る
こ
と
を
述
べ
る
（
「
お
の
つ
か
 
 
〕

ら
、
こ
と
の
便
り
に
都
を
聞
け
ば
、
こ
の
山
に
こ
も
り
居
て
後
、
や
む
ご
と
な
 
 
7
6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔

き
人
の
か
く
れ
給
へ
る
も
あ
ま
た
聞
こ
ゆ
。
ま
し
て
、
そ
の
数
な
ら
ぬ
た
ぐ

ひ
、
尽
し
て
こ
れ
を
知
る
べ
か
ら
ず
。
た
び
た
び
炎
上
に
ほ
ろ
び
た
る
家
、
ま

た
、
い
く
そ
ば
く
そ
。
た
だ
仮
の
庵
の
み
、
の
ど
け
く
し
て
お
そ
れ
な
し
。
」

以
下
省
略
）
。
「
方
丈
記
」
前
半
の
災
害
の
記
事
も
都
中
心
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
本
記
に
は
源
平
争
乱
の
扱
い
は
な
く
、
 
「
発
心
集
」
で
も
ほ
と
ん
ど
と

り
上
げ
な
い
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
長
明
が
執
心
す
る
社
会
内
の
出
来
事

で
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
長
明
は
自
己
や
自
己
の
生
話
を
述
べ
る
た

め
に
世
間
や
人
の
こ
と
を
く
り
返
し
記
述
す
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
は
「
仏
の
教
へ
給
ふ
お
も
む
き

は
、
事
に
ふ
れ
て
執
心
な
か
れ
と
な
り
。
」
と
言
い
、
執
心
か
ら
離
れ
る
た
め

に
草
庵
の
楽
し
み
、
閑
寂
な
生
活
、
す
べ
て
を
否
定
し
去
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ

で
は
世
間
や
人
は
単
な
る
否
定
の
材
料
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い



は
単
な
る
表
現
上
の
技
巧
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
前
掲

の
「
源
家
長
日
記
」
の
一
文
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
都
の
生
活
、
貴
族
的
な
も

の
へ
の
執
心
は
強
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
記
今
成
氏
は
長
明
が
「
方

丈
記
」
執
筆
時
に
宗
教
的
に
高
い
次
元
に
達
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
私
は

氏
の
説
に
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
心
の
奥
か
ら
執
心
が
完

全
に
断
た
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
執
心
が
「
方
丈
記
」
の
右
の
一
文
等
に

投
影
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 
「
発
心
集
」
巻
一
に
乞
食
僧
の
話
が
あ
る
。
例
え
ば
第
三
「
平
等
供
奉
、
山

-
を
離
れ
て
差
扇
に
趣
く
事
」
は
叡
山
の
平
等
供
奉
が
名
利
に
と
ら
わ
れ
る
わ
が

身
を
疎
ま
し
く
思
っ
て
山
を
下
り
、
寝
酒
国
に
渡
っ
て
乞
食
し
て
日
を
送
り
、

往
生
し
た
話
で
あ
る
（
古
事
意
図
に
噂
話
が
あ
る
）
。
ま
た
第
十
「
天
王
寺

聖
、
'
隠
徳
の
事
」
は
天
王
寺
の
瑠
璃
聖
と
仏
み
よ
う
と
い
う
乞
食
僧
の
話
を
、

第
十
二
「
美
作
守
顕
能
家
に
入
り
来
る
僧
の
事
」
は
偽
悪
の
乞
食
聖
の
話
を
紹

介
す
る
。
長
明
が
二
面
の
巻
頭
近
く
に
こ
の
よ
う
な
話
を
と
り
上
げ
た
以
上

は
、
名
利
を
捨
て
て
徳
を
か
く
し
、
乞
食
僧
の
よ
う
な
姿
で
旧
を
送
る
の
が
長
．

明
自
身
に
と
っ
て
一
つ
の
目
標
で
あ
り
、
理
想
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の

人
達
は
人
々
か
ら
汚
が
ら
れ
、
嫌
わ
れ
よ
う
と
も
、
無
頓
着
で
恥
ず
か
し
が
る

こ
と
も
し
な
い
。
長
明
は
こ
の
人
達
に
対
し
て
「
此
れ
ら
は
、
勝
れ
た
る
後
世

者
の
一
の
有
様
な
り
。
」
（
第
十
）
、
「
実
に
道
心
あ
る
人
は
、
か
く
、
我
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
が

身
の
徳
を
隠
さ
む
と
、
過
を
あ
ら
は
し
て
、
早
ま
れ
ん
事
を
恐
る
る
な
り
。
」

 
（
第
十
二
）
と
評
し
、
道
心
あ
る
人
、
後
世
を
願
う
人
の
真
の
姿
と
す
る
。

 
そ
れ
で
は
実
際
に
長
明
自
身
は
何
の
抵
抗
な
く
乞
食
姿
に
な
れ
た
だ
ろ
う
か
と

い
う
と
疑
問
の
点
が
残
る
。
第
三
の
評
を
み
る
と
「
今
も
昔
も
、
実
に
心
を
発

せ
る
人
は
、
か
や
う
に
古
郷
を
離
れ
、
見
ず
知
ら
ぬ
処
に
て
、
い
さ
ぎ
よ
く
名

「
方
丈
記
」
と
「
発
心
集
」

利
を
ば
捨
て
て
失
す
る
な
り
。
菩
薩
の
無
生
忍
を
得
る
す
ら
、
も
と
見
た
る
人

の
前
に
て
は
、
神
通
を
現
は
す
事
難
し
と
云
ぺ
り
。
況
．
や
、
願
書
せ
る
心
は
や

ん
ご
と
な
け
れ
ど
、
未
だ
不
退
の
位
に
至
ら
ね
ば
、
事
に
ふ
れ
て
乱
れ
や
す

し
。
古
書
に
住
み
、
知
れ
る
人
に
ま
じ
り
て
は
、
い
か
で
か
「
一
念
の
妄
心
お

こ
さ
ざ
ら
ん
。
」
と
あ
っ
て
、
故
郷
に
住
み
、
知
人
の
中
に
い
る
と
心
が
乱
れ

や
す
い
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
「
方
丈
記
」
の
終
り
近
く
に
「
お
の
つ
か
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
こ
つ
が
い

都
に
出
で
て
、
身
の
乞
再
と
な
れ
る
事
を
恥
つ
と
い
へ
ど
も
、
帰
り
て
こ
こ
に

居
る
時
は
、
他
の
俗
塵
に
許
す
る
事
を
あ
は
れ
む
。
」
と
記
す
一
文
が
あ
る
。

乞
食
の
よ
う
な
姿
で
都
に
出
る
と
恥
ず
か
し
い
と
い
う
が
、
前
記
「
源
家
長
日

記
」
の
記
述
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
単
な
る
文
章
上
の
技
巧
で
は
な
く
本
心

の
あ
ら
わ
れ
と
み
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
発
心
集
」
で
と
り
上

げ
た
乞
食
僧
は
理
想
の
姿
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
長
明
自
身
町
な
か
く
そ
の

境
地
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
方
丈
記
」
に
「
仏
の
教

へ
給
ふ
お
も
む
き
は
、
事
に
ふ
れ
て
執
心
な
か
れ
と
な
り
。
、
」
と
あ
る
が
、
こ

の
一
文
は
目
標
で
あ
っ
た
。
到
達
す
る
こ
と
を
願
い
、
努
力
し
な
が
ら
、
結
局

は
到
達
し
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
鴨
長
明
集
を
み
る
と

 
 
「
あ
る
聖
の
す
す
め
に
て
、
百
首
の
歌
を
厭
離
盛
土
欣
求
浄
土
に
よ
せ
て

 
 
よ
み
侍
り
し
中
に
、
雁
を
、

 
し
ら
雲
に
消
え
ぬ
ば
か
り
ぞ
夢
の
世
を
か
り
と
な
く
音
は
お
の
れ
の
み
か

は
」の

歌
の
よ
う
に
、
無
常
を
よ
み
こ
み
、
道
心
を
野
営
す
る
歌
が
あ
る
一
方
、

 
 
「
も
の
お
も
ふ
こ
ろ
、
お
さ
な
巷
子
を
み
て
、

 
 
 
 
 
ノ

 
そ
む
く
べ
き
う
き
世
に
ま
ど
ふ
心
か
な
子
を
思
ふ
道
は
哀
れ
な
り
減
り

（77）



．

 
 
「
，
も
の
お
も
ひ
侍
る
こ
ろ
、
お
さ
な
き
子
を
み
て
、
述
懐
の
こ
こ
ろ
を

 
奥
山
の
ま
さ
き
の
か
づ
ら
く
り
返
b
ゆ
ふ
と
も
た
え
じ
絶
え
ぬ
な
げ
き
は

 
あ
れ
ば
い
と
ふ
そ
む
け
ば
し
た
ふ
数
な
ら
ぬ
身
と
心
と
の
中
ぞ
ゆ
か
し
き
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注

⑪
歌
の
よ
う
に
、
俗
世
へ
の
迷
い
を
絶
ち
き
れ
ぬ
心
を
よ
ん
だ
歌
が
あ
る
。
両

者
の
心
は
「
方
丈
記
」
「
発
心
集
」
に
つ
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
「
発
心
集
」
に
は
「
心
の
師
と
は
成
る
之
も
、
心
を
師
と
す
る
事
な
か
れ
。
」

の
一
文
を
始
め
、
様
々
の
心
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
愚
か
な
る

心
、
短
き
心
（
序
）
、
財
を
貧
る
心
（
巻
一
第
六
）
、
執
心
（
巻
一
第
八
）
、

色
深
き
心
（
巻
六
第
十
三
）
、
悪
心
（
巻
八
第
九
）
、
不
善
の
心
（
巻
斗
第

十
）
等
。
こ
れ
ら
の
心
は
迷
い
の
心
で
、
こ
れ
ら
の
心
に
執
著
し
て
い
る
と
苦

の
原
因
に
な
め
、
悪
道
に
落
ち
る
。
こ
れ
ら
の
心
を
絶
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 
一
方
、
世
を
厭
ふ
心
（
巻
一
第
五
）
、
無
常
を
悟
れ
る
心
（
巻
一
第
「

六
）
、
勇
猛
・
強
盛
な
る
心
、
心
立
の
心
（
巻
三
第
三
）
、
心
を
す
ま
す
（
巻

六
第
九
）
、
深
心
、
信
心
、
実
の
心
（
巻
七
第
三
）
、
勇
猛
精
進
の
心
（
巻
八

第
七
）
、
及
び
く
り
返
し
使
用
さ
れ
る
発
心
、
道
心
、
菩
提
心
。
こ
れ
ら
は
理

想
の
心
、
目
標
と
す
べ
き
心
で
、
こ
れ
ら
の
心
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
苦
か
ら

離
れ
、
心
の
安
定
を
得
、
善
道
に
趣
く
こ
と
が
で
き
る
。

 
「
方
丈
記
」
で
も
様
々
の
心
の
状
態
を
と
り
上
げ
る
。
中
で
も
「
そ
れ
、
三

界
は
た
だ
心
｝
つ
な
り
。
心
も
し
安
か
ら
ず
は
、
象
馬
・
七
珍
も
よ
し
な
く
、

宮
殿
・
楼
閣
も
望
み
な
し
。
」
云
々
の
一
文
は
、
心
の
安
定
、
自
由
の
理
想
が

み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
な
か
く
理
想
通
り
に
行
か
ず
、
執
着
心
、
煩
悩
に
悩

ま
さ
れ
、
苦
闘
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
一
文
に
続
く
「
お
の
つ
か

ら
都
に
出
で
て
、
身
の
乞
巧
と
な
れ
る
事
を
」
云
々
に
は
前
述
の
よ
う
な
長
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ

の
心
の
矛
盾
の
反
映
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
心
の
矛
盾
、
悩
み
は
「

発
心
集
」
に
も
所
々
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
記
巻
一
第
三
の
評
に
は
「
故
郷

に
住
み
、
知
れ
る
人
に
ま
じ
り
て
は
、
い
か
で
か
、
一
念
の
争
心
お
こ
さ
ざ
ら

む
。
」
と
あ
り
、
揺
れ
る
心
を
表
現
す
る
。
前
記
拳
一
第
五
「
多
武
峯
僧
賀
上

人
、
遁
世
往
生
の
事
」
の
評
に
「
人
に
ま
じ
は
る
習
ひ
、
高
き
に
随
ひ
て
下
れ

る
を
哀
れ
む
に
付
け
て
も
、
身
は
他
入
の
物
と
な
り
、
心
は
恩
愛
の
為
に
つ
か

は
る
。
こ
れ
此
の
世
の
苦
し
み
の
み
に
非
ず
。
出
離
の
大
き
な
る
さ
は
り
な

め
。
境
界
を
離
れ
ん
よ
り
ほ
か
に
は
、
い
か
に
し
て
か
、
乱
れ
や
す
き
心
を
し

づ
め
ん
。
」
と
あ
る
。
恩
愛
の
束
縛
に
よ
っ
て
心
が
乱
れ
る
状
態
は
「
方
丈

記
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
し
、
前
記
の
歌
集
に
も
あ
る
。
身
は
境
界
か
ら

離
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
心
が
は
た
し
て
完
全
に
安
定
し
た
状
態
を
得
ら
れ
た
か

ど
う
か
。

 
「
発
心
集
」
の
最
後
に
数
話
、
賀
茂
社
、
川
合
社
、
あ
る
い
は
本
地
垂
跡
関

連
の
話
を
掲
載
す
る
。
現
世
へ
の
執
着
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
た
の
な
ら
こ
の

よ
う
な
話
を
末
尾
に
持
っ
て
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
周

知
の
よ
う
に
両
社
は
長
明
と
ゆ
か
り
が
深
い
。
中
で
も
脂
血
第
十
二
「
六
兵
衛

尉
、
遁
世
往
生
の
事
」
は
、
前
兵
衛
尉
某
が
う
だ
つ
の
上
ら
な
い
こ
と
を
歎
い

て
賀
茂
社
に
祈
っ
た
。
夢
に
阿
弥
陀
仏
を
見
た
。
某
は
［
現
世
の
こ
と
は
前
世

の
報
い
に
よ
る
の
で
神
の
力
が
及
ば
な
い
の
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
か
。
」

と
思
っ
て
出
家
し
た
。
、
そ
し
て
現
世
の
こ
と
は
あ
き
ら
め
、
念
仏
を
と
な
え
て

往
生
し
た
話
で
あ
る
。
不
運
が
仏
道
に
入
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
点
で
長
明
と

境
遇
が
似
る
。
こ
の
よ
う
な
話
を
出
し
て
自
ら
の
励
ま
し
に
し
た
の
で
は
な
い

か
。

（78）


